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間
」
と

「程
」

―
―

『今
昔
物
語
』
を
中
心
と
し
た
そ
の
意
味
と
文
体
―
―

て
（難

静
は
デ
刹
淋
わ
蜆

陵
時
法 っ
け
に

”鰐

野

地
笏
け
マ
奪
賛

が
時
代
の
推
移
に
伴

っ
て
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
き
た
か
を
探

っ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

こ
う
し
た

「間
」
が
、
変
体
漢
文
特
稀
護
ざ
あ
り

　ヽ
一
方
、
「程
」
は
、
和
文
、

嘘
』
囃
政

つ に
「
翻
い
れ
昴
当
い
」
猟
政
『
論
は
は
臓
臨
帥
力ヽ ら
嚇
「
い
夢
わ
製
畔

が
、
巻
二
十
を
境
に
前
半
は
漢
文
訓
読
文
、
後
半
は
和
文
脈
の
色
彩
が
濃
厚
で

窮
鵠
最
熟
”
】
義
端
赫
¨
効
な
織
蹴
導
畔
狂
『
一
に
輸
畔
］
い
れ
攀
齢
導
教
わ

後
半
、
「間
」
が

「程
」
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
い
の
は
、
変
体
漢
文

の
影
響

を
受
け
る
説
話
が
、
こ
の
部
分
に
少
な
い
為
と
い
え
る
が
、
前
半
で
は
両
者
の

差
が
あ
ま
り
な
い
。
特
に
、
「程

・
間
」
共
存
型
の
説
話
の
前
半
に

「程
」が
多

い
。
こ
れ
を

「程
」
の
和
文
的
側
面
が
後
半
に
現
わ
れ
、
変
体
漢
文
的
側
面
が

前
半
に
現
わ
れ
た
と
み
る
の
は
あ
ま
り
に
機
械
的
す
ぎ
る
と
い
う
松
尾
氏
の
意

山

内

貴

見
は
、
至
極
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
故
、
前
半
部
に

「程
」
が
多
い
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
原
因
の
所
在
は
、
次
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

Ｉ
　

『今
昔
物
語
』
が
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
そ
れ
以
前
の
変
体
漢

文
に
存
す
る
問
題

Ⅱ
　

『今
昔
物
語
』
自
体
に
内
在
す
る
問
題

以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、

「間
」
と

「程
」
の
使
用
区
別
の

様
相
と
、
そ
の
基
準
の
変
化
を
追

っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
『
今
昔
物
語
』
以
前
の

「
間
」
と

「
程
」

１
　
和
文
系
に
お
け
る

「
ほ
ど
」

一
ぃ
』
ぃ
な
時
マ
け
れ
の
（
て
膨
醐
な
れ
ど
漱
料
¨
痢
い
「
い
峙
議
一
漠
「和
に
計
¨

う
こ
と
に
■
ろ
う
。
こ
う
し
た

「
ほ
ど

（
に
ご

は
意
味
の
う
え
で
大
き
く

二

つ
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
一
つ
は
、
現
代
語
で
は
主
に

「あ
い
だ
」
や

「う
ち
」
と
訳
さ
れ
る
、
あ
る
幅
を
持
ち
、
範
囲
を
示
す
も
の
―
ｌ
④
で
あ
り
、

田
　
思
ひ
か
け
ず
、
臥
し
は
べ
り
し
国
ｄ
日
、
は
か
な
く
て
明
け
り
け
り
。

（落
窪
物
語
）
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も
う

一
つ
は
、
「時
」
「と
こ
ろ
」
な
ど
の
よ
う
な
あ
る
点
を
中
心
と
す
る
表
現
　
　
表

一

で
あ
る
。
―
ｌ
③

②
　
日
や
う
や
う
暮
る
る
日
ｄ
ｄ
、
少
し
や
み
た
る
雨
、
降
る
こ
と
限
り
な

し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（落
窪
物
語
）

そ
し
て
、
「ほ
ど

（
に
ど

は
、
そ
の
性
格
か
ら
、
双
方
に
対
し
て
あ
る
漠
然
性

を
付
与
す
る
。
つ
ま
り

「
ほ
ど

（
に
ど

に
は
、
あ
る
一
点
を
示
す

「時
に
」
に

対
し
て
、
あ
る
一
点
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
囲
を
漠
然
と
さ
す

「時
分
に
」
の

用
法
と
、
あ
る
幅
を
持

っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
枠
が
は
っ
き
り
と
定
ま

っ
て
い

な
い
時
の
ま
を
表
わ
す
用
法
が
あ
り
、
後
者
に
対
応
す
る
語
が
、あ
る
物
と
物
、

或
は
事
と
事
と
の
枠
組
が
、
は
っ
き
り
定
ま
っ
た
範
囲
内

を
示
す

「あ
ひ
だ

（
に
）」
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
直
接
的
表
現
を
嫌
い
、
曖
味
で

ぼ
か
し
た
表
現
を
好
む
中
古
和
文
系
に
お
い
て
、

「
ほ
ど
」
が
多
用
さ
れ
、
逆

に

「あ
ひ
だ
」
が
用
い
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
っ
た
原
因
の
一
つ
は
、
こ
の
両
者

の
意
味
の
違
い
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
濱
田
敦
氏
は
、
万
葉
集
を
例
に
、

理ｙ躍対」嚇ギれど宿紙馘つ「』”は一い向鮭議巌浸いつない嘘かれつた

て
い
る
の
で
、
「間
に
」
の
と
る
事
態
に
過
去
は
出
現
す
る
が
、
「
ほ
ど
に
」
の

場
合
、
終
着
点
は
問
題
と
し
な
い
の
だ
か
ら
、
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
も
現

鏡
力ヽ の
利
一
役
』
い
に
わ
μ
紳
¨

「 こ
¨
翻
は
「
も 『
蹴
秦
【
猜
汁
赫
」
「
耐
群
れ
い
　
　
　
（注
）

（表

一
参
照
）

２
　
文
体
的
分
化

次
に
、
変
体
漢
文
系
に
つ
い
て
、
表

一
を
も
と
に
史
的
に
追

っ
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。

『
将
門
記
』
と

『
土
佐
日
記
』
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
で
あ
る

和
文
系

・
変
体
漢
文
系
に
お
け
る

「間
」
「程
」
の
使
用
状
況

変体漢文系 和 文 系
１
　
テ
キ
ス
ト
は
本
文
末
に
記
載

２
　
（　
）内
に
一
で
示
し
て
あ
る
の
は
上
の
数
字
中

「
に
」
の
つ
か
な
い
も
の

３
　
大
和
物
語
は
付
載
説
話
を
除
く

４
　
源
氏
物
語
は

「
ほ
ど
（
に
ど

に
つ
い
て
の
み
須
磨

。
明
石
に
限
る

５
　
俊
二
条
師
通
記
は
上
。
中
で
文
体
の
性
格
が
多
少
違
う
と
思
わ
れ
る
為
、

調
査
は
両
者
で
別
々
に
行
な
っ
た

（「国
語
学
研
究
事
典
」
参
照
）

６
　
古
今
集
の
用
例
は
全
て
詞
書
及
び
左
注
の
部
分

作  品 間に 程に

万 葉 集

竹取 物 語 1

(-1)

7

伊 勢 物 語 7

古 今 集 6 ・
＜・・＞
一

将  門  記 7 土 佐 日記 9

小 右 記 (上) 約ω可 14 大 和 物 語
3
―D

36
(一め

御堂関自記 (上 ) 約1001  3 落 窪物 語 0 -7

源 氏 物 語 ２
一 (

後二条師通記(上 ) 80146 大 鏡
2
―-2

９

５４

■

一

″  (中 ) 116149



が
、
こ
の
時
期
あ
た
り
ま
で
は
、

「間
」
と

「程
」
は
、
ま
だ
位
相
的
、
文
体

的
に
未
分
化
な
状
態
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
第

一
に
、
変

体
漢
文
系
に
お
い
て
、

『
将
門
記
』
と
そ
れ
以
降
の
資
料
と
で
は
、

「間
」
と

漢
「難
¨
”
勤
』
『
』
費
は
竜
綺
湊
力ヽ 、
嚇
維
」
け
れ 『
て
（
土
雌
期
輛
け
“
』
η

『 る融
邦

集
』
の
用
例
致
等
、
和
文
系
に
お
い
て
も
、

『
土
佐
日
記
』
以
前
で
は
、
そ
の

後
の
和
文
系
に
特
徴
的
な

「
ほ
ど
」
の
多
用
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
現
わ
れ
て

い
な
い
事
、
第
三
に
、
数
量
だ
け
で
な
く
、
用
法
上
も
、

『将
門
記
』
と
上
代

の
用
例

（『
万
葉
集
』
、
「古
事
記
し

が
近
似
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『小
右
記
』

『御
堂
関
白
記
』
で
は
、
「間
」
の
意
味
用
法
が
非
常
に
拡
大
し
て
い
る
事
に
よ

』）」獅轟｝殊̈
椰は、ｒ鰤は』れ時財』も「い理，役鰤鶴わ噸鰤経『

広
い
意
味
範
囲
を
担

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

は
）
わ
れ
峰
紳
猛
一
と
『嘲
剤

「 記け
｝
れ
嶽
け
回
わ
れ
は
い
は
る 「に
¨
「
邦
¨
衆

ち
、
前
件
の
動
詞
は
普
通
、
継
続
性
の
あ
る
も
の
だ
が
、
継
続
性
の
な
い
動
詞

を
前
件
と
す
る

「間
」
が
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
、

「間
」
の
接
続
形
式
と

し
て
の
熟
化
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
時
間
的
に
み
る

と
、
第

一
の
動
作
が
完
了
し
て
か
ら
第
二
の
動
作
が
行
な
わ
れ
る
―
―
継
起
性

を
持
つ
―
―
と
考
え
て
よ
い
も
の
が
あ
る
。

国
　
大
臣
擬
復
陣
之
間
、
於
途
中
、
以
片
手
抜
詔
　
　
　
　
　
（小
右
記
）

四
　
出
彼
寺
間
　
騎
馬
者
廿
余
人
追
来
…
…
　
　
　
　
　
（御
堂
関
白
記
）

こ
の
用
法
の
蒻
芽
は
、
既
に

『将
門
記
』
に

「―
ス
ル
ノ
ア
ヒ
ダ
」
と
い
う
形

で
見
受
け
ら
れ
る
。

国
　
乃
擬
首
途
之
間
　
亦
将
門
伺
隙
追
来
…
…

ま
た
、
こ
う
し
た
用
法
は

『後
二
条
師
通
記
』
で
は
非
常
に
多
く
な
り
、更
に
、

『今
昔
物
語
』
の
中
に
も
流
れ
込
ん
で
い
る
。

０
　
歩
行
到
桂
河
間
　
乗
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（後
二
条
師
通
記
）

０
　
其
ノ
児
、
五
、
六
歳
二
成
ル
間
、
泥
土
ヲ
以
テ
仏
像
フ
造
り
草
木
フ
以

テ
堂
ノ
形
フ
建
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（今
昔
　
十
一
ノ
９
）

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
前
件
が
後
件
の
き
っ
か
け
と
な
る
機
縁
性
を
持
つ
も
の
と

い
え
る
が
、
こ
こ
に
、
同
じ
く
前
件
に
継
続
性
の
な
い
動
詞
を
持
ち
、
し
か
も

時
間
的
に
前
述
の
よ
う
な
継
起
性
で
は
処
理
で
き
な
い
別
の
一
群
が
あ
る
。

８
　
日
欲
出
之
間
　
参
内
　
　
（小
右
記
）

０
　
出
厠
之
同
　
折
腰
　
　
　
（小
右
記
）

こ
割
し
疇

「 了畷
「
引
ヽ
か
鰤
訂
男
氏
（『
維
期
由
輛
が
る
よ
う
に
、
「―
ス
ル
時
」

「時
分
」
「折
」
の
意
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
で
は
、
何
故
、

「間
」
に
本
来
の
用

法
で
は
な
い
、
あ
る
一
点
、
ま
た
は
、
あ
る
一
点
を
中
心
と
し
て
そ
の
あ
た
り

を
示
す
用
法
が
現
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
和
文
系
に
お
け
る
「
ほ
ど
」

か
ら
の
流
用
、
或
は
類
推
適
用
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。

「
ほ
ど
」
に
は
、
こ
の

「時
分
」
の
用
法

（③
）
が
あ
る
。
し
か
も
、

『小
右
記
』
『御
堂
関
白
記
』
の
頃
、
和
文
系
で
は

「
ほ
ど
」
の
全
盛
期
で
あ

っ

た
。
位
相
的
、
文
体
的
分
化
の
後
、
和
文
系
の
語

「程
」
は
変
体
漢
文
に
は
あ

ま
り
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
「間
」
が

「程
」
①
の
用
法

と
ほ
ぼ

同
様
の
意
味
、
機
能
を
持

っ
て
い
た
為
、
本
来

「間
」
に
は
な
か
っ
た

「程
」

③
の
用
法
ま
で

「間
」
が
表
わ
す
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「間
」
が

既
に
接
続
助
詞
化
し
始
め
、
そ
の
体
言
と
し
て
の
意
義
を
失
い
つ
つ
あ

っ
た
こ

と
も
、
こ
の
変
化
を
促
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。



３
　
変
体
漢
文
の
変
質

と
こ
ろ
で
、　
理
婆

一条
師
通
記
』
で
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
う

っ
て
変
わ

っ
て
、

「程
」
の
用
例
数
が
増
し
、
「間
」
と
の
比
率
は
約

一
対
二
に
及
ん
で
い
る
。
こ

の
事
は
、
変
体
漢
文
が
、
こ
う
し
た
接
続
形
式
に
関
し
て
、
和
文
脈
を
と
り
入

れ
、
消
化
し
、
変
質
し
て
き
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る

べの独
、
資
料
の
性
格
で
あ
る
が
、
連
体
格
に
立
つ
同
趣
の
表
現
の

「第
］
「標
〕

「別
」
に
よ
る
位
置
付
け
で
は
、
和
文
系
に
用
い
ら
れ
る

「殊
」
が
『御
堂
関
白

嬰

務

は
ｒ
ヽ新

鋒

ダ

軒

略
痒

酵

辱

， 一
剛
汁
電

魃

朝

条
師
通
記
』
が
と
り
わ
け
和
文
的
な
資
料
で
あ
る
為
に
、

「程
」
が
多
い
と
は

い
え
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

で
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で

「程
」
が
そ
の
勢
力
を
も
り
返
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

側
　
一示
御
出
程
　
晴

　
（後
二
条
師
通
記
　
上
）

側
　
舞
畢
程
　
起
座

　

（後
二
条
師
通
記
　
中
）

等
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
、

「程
」
③
の
用
法
と
い
え
る
。
ン」
の
こ
と
か
ら
も
、

変
体
漢
文
に
お
け
る

「間
」
の

「時
」

「時
分
」
と
い
う
意
味
用
法
が
文
体
的

分
化
に
よ
る

「程
」
の
代
替
的
用
法
で
あ

っ
た
と
い
う
前
節
の
考
え
が
確
か
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
『今
昔
物
語
』
以
前
に
お
け
る

「間
」
と

「程
」
の
使
用
状
況
を
簡

単
に
み
て
き
た
が
、
「今
昔
物
語
』
本
朝
前
半
部
に

「程
」
が
多
い
一
因
と
し

て
、
史
的
変
遷
過
程
に
お
い
て
、
既
に

『今
昔
物
議
習

以
前
、
変
体
漢
文
が
変

質
し
、
「程
」
を
多
く
含
む
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
『今
昔
物
語
』
自
体
の
検
討
に
移
ろ
う
。

二
、
『
今
昔
物
語
』
に
内
在
す
る
問
題

１
　
前
半
に
混
入
す
る
和
文
系
説
話

―
―
出
典
未
詳
説
話
の
位
置
付
け

従
来
か
ら
、
『今
昔
物
語
』
前
半
に
漢
文
訓
読
調
が
強
い
の
は
、
仏
典
、
漢
籍

を
依
拠
文
献
と
す
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
、
本
朝
前
半
部
に

「程
」
の
多
い
一
因
と
し
て
、
こ
の
部
分
に
和

文
系
の
説
話
が
多
く
混
入
し
て
い
る
為
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
こ

で
一
つ
の
目
　
・
安
餃
ル
て
、
出
典
の
比
較
的
確
か
な
巻
を
あ
げ
て
、
「間
」
と
「程
」

の
割
合
を
比
較
し
た
（表
二
）。
や
は
り
、
本
朝
前
半
部
で
変
体
漢
文
系
と
し
て

と
り
あ
げ
た
巻
十
五
に
、
か
な
り

「程
」
が
多
い
こ
と
が
目
に
つ
こ
う
。
次
に
、

本
朝
前
半
部
か
ら
、
和
文
系
と
い
わ
れ
る

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
及
び
『打
聞
集
』

表

二

（注
）

漢
文
訓
読
系
と
し
て
巻
七
、
変
体

漢
文
系
と
し
て
巻
十
五
、
但
し
双
方
と

も
和
文
系
と
い
わ
れ
る

「宇
治
拾
遺
物

箋
巴

『打
聞
集
」
と
の
共
通
説
話
を
除

く
。
和
文
系
と
し
て

「宇
治
拾
遺
物
語
』

「打
聞
集
」
と
の
共
通
説
話
を
え
ら
ぶ
。

総
用
例
数

間
＋
程
の

間一畔測％
程一畔細％漢文訓読系 1  45 1  67

変体漢文系 1  87 1  52 48

和 文 系 12151 21 79



①宇治・打聞共通説話

中の用例を除いたもの

②和文系に近いと認定

された出典未詳説話だ

けを除いたもの

③出典未詳説話すべて

を除いたもの

総
用
例
数

間
間十程
×100
%

程
間+程
×1∞
%

総
用
例
数

間
間+程
× 1∞
%
程一曝細％

総
用
例
数
間一畔測％

程
間十程
×100
%

着,11 70 52 69 39 77

巻12 89 80 73 27 74

巻13 75 39 68 63 70 30

巻14 50 40 40 70

巻15 87 48 73 27

巻16 19 85

巻17 85 44 67 62 68 32

巻19 77 8

巻2Cl 60 32 42

注ｌ
　
②
の
巻
十
一
、
十
二
、
十
三
の
出
典
未
詳
説
話
に
は
、
他
の
巻
と

同
様
、

「程
」
が
多
く
み
ら
れ
、
文
体
的
に
も
和
文
系
に
近
い
と
さ

れ
た
説
話
が
あ
る
一
方
、
む
し
ろ
、
和
文
系
か
ら
離
れ
て

「間
」
が

み
ら
れ
る
も
の

（十
一
ノ
２４
、
十
二
ノ
２．
等
）
が
あ
り
、
別
扱
い
に

し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

２
　
③
の
巻
十
九
に
つ
い
て
は
、
用
例
数
が
少
な
く
百
分
率
を
出
す
意

義
を
認
め
な
か
っ
た
。
左
肩
の
５
と
３
は
そ
れ
ぞ
れ
振
り
分
け
ら
れ

る
用
例
数
で
あ
る
。

３
　
③
は
す
な
わ
ち
、
出
典
の
一
応
わ
か
っ
て
い
る
も
の
で
、
本
朝
前

半
部
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
変
体
漢
文
系
と
い
え
る
。
約
七
割
以

上
が

「間
」
で
、
こ
こ
か
ら
も

「間
」
と

「程
」
が
文
体
に
関
し
て

め
じ
る
し
語
と
な
り
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。



と
の
共
通
説
話
の
用
例
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
つ
い
て

「間
」
と

「程
」

の
割
合
を
出
し
て
み
た
の
が
表
三
左
列
で
あ
る
。
巻
十

一
、
十
二
、
十
三
に
つ

い
て
は
、
六
割
以
上
が

「間
」
の
用
例
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
巻
に
つ
い
て
は

「程
」
が
多
く
、
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
も
う

一
度
、
巻
十
五

に
戻

っ
て
、
そ
の
出
典
と

「間
」
「程
」
の
用
例
数
の
関
係
を
検
討
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
、　
一
説
話
あ
た
り
の

「程
」
の
比
率
の
高
い
の
は
、
出
典
未
詳
説
話

で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
う
か
ん
で
き
た

（表
四
参
照
）。
つ
ま
り
、出
典
未
詳
説

話
は
こ
の
本
朝
前
半
部
に
多
数
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
和
文
体
の
散
伏
先
行
資

料
に
よ
る
か
、
少
な
く
と
も
和
文
系
の
文
章
に
近
い
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い

い
崚
）
」
』
れ
喝
い
け
あ
』
設
け
駐
漱
ぼ
酬
卿
麟
疇
嘲
つ 話
¨
破
赫
設
計
峰
癖
諷

群
、
中
間
的
説
話
群
、
訓
読
的
説
話
群
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
、
前
二
者
と
認

定
さ
れ
た
説
話
中
の
用
例
を
全
て
と
り
除
い
て
み
た
の
が
、
表
三
中
央
列
で
あ

表
四説

話
番
号

「程
」
の
数

「間
」
の
数

出
典
の
わ
か
っ
て
い
る
説
話

３

一５

・

一
・

1

7 l

12

28 2
1

一３０
1 l

32 1 1

35
36
43 4

出
典
未
詳
説
話

14 1

15 3
２３

一２４

４

一５一

・

一
・

”
一４．
一柁

４

一４

一５

巻
十
五
で

「程
」
の
現
わ
れ
る
説
話
２３
の
う
ち
、
「宇
治
拾
遺
物
語
』
『打
問
集
』
共

通
説
話
３
を
の
ぞ
い
た
”
説
話
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「程
」
と
「間
」
の
用
例
数

る
。
先
程
、

「程
」
の
割
給
び
橋
か
っ
た
巻
十
四
以
下
の
出
典
未
詳
説
話
の
約

三
分
の
二
が
こ
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
巻
の
性
格
は
次
の
よ
う
に
三

分
さ
れ
る
。

ｌａ＞
　
右
の
よ
う
な
操
作
な
し
で
も

「間
」
が
六
割
以
上
の
多
数
を
占
め
る
巻

，―
―
十

一
、
十
二
、
十
三

個
　
右
の
よ
う
な
操
作
を
行
な
え
ば

「間
」
が
六
割
以
上
と
な
る
巻
―
―
十

四
、
十
五
、
十
七

ｌｃｌ
　
右
の
よ
う
な
操
作
を
行
な
っ
て
も
、
依
然
と
し
て

「程
」
の
割
合
の
高

い
巻
―
―
十
六
、
十
九
、
二
十

だ
が
、
こ
こ
に
も
様
々
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
巻
十
九
は
、
ほ
と
ん
ど

出
典
未
詳
説
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
巻
で
、
前
述
の
よ
う
な
操
作
は
あ
ま
り

意
味
を
な
さ
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、

「程
」
の
多
い
説
話
の
中
に
は
、
た
と

え
そ
の
説
話
中
の
一
部
の
原
典
名
が
は
っ
き
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

複
数
出
典
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
い

（十
二
ノ
２８
、
”
、
３４
、
３５
、
十

舞ル郷畔』」金紹籍〓瑚踊卸鶴
「徴師一「開」螂存「繹計」
「双け｝わ劉］

と
い
う
事
実
と
符
合
す
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
複
雑
な
様
相
の
中
か
ら
、
文
体
の
認
定
自
体
に
対
す
る
疑
間
が
生

じ
て
く
る
。
目
じ
る
し
語
に
よ
る
分
類
で
は
訓
読
系
説
話
群
に
含
ま
れ
る
が
、

同
じ
く
松
尾
氏
の
主
格
表
示
に
よ
る
分
類
で
は
比
較
的
和
文
系
と
さ
れ
る
説
話

（出
典
未
詳
説
話
で
は
十
四
ノ
３９
、
十
五
ノ
ー５
、
十
六
ノ
ー５
等
々
）
が
あ

る
と

い
う
こ
と
も
そ
の
疑
間
を
大
き
く
さ
せ
る
要
素
で
あ
る
。
松
尾
氏
は
、
説
話
ご

と
の
文
体
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
分
類
を
行
な
わ
れ
た
が
、
し
か
し
、
も
う

一
歩

進
ん
で
、
説
話
の
中
の
部
分
ご
と
の
文
体
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
前
述
の
複
数
出
典
の
問
題
か
ら
も
、
編
者
の



潤
色
、
典
拠
資
料
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
な
ど
に
よ
る
文
体
異
同
が
、
同

一
説
話
内

に
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
出
典
未
詳
説
話
の
位
置
付
け
を
も

っ
と
は
っ
き
り
と
行
な
う
為
、文
体
認
定
に
関
わ
ら
ず
、全
て
の
出
典
未
詳
説
話

を
除
い
た
の
が
、表
三
右
列
で
あ
る
。
全
て
の
巻
に
お
い
て
、
「程
」
の
割
合
が

か
な
り
低
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
残
り
三
分
の
一
を
も
含
む
ほ
と

ん
ど
の
出
典
未
詳
説
話
が

「程
」
を
多
く
含
み
、そ
の
為
に
、本
朝
前
半
部
に
お

け
る

「程
」
の
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
今
昔
物

『
語
』
に
お
い
て
も
や
は
り
、表
二
に
み
る
よ
う
に
和
文
系
文
章
に
「程
」
が
多
い

こ
と
か
ら
、
出
典
未
詳
説
話
に
は
和
文
系
の
文
章
が
多
い
と
考
え
て
よ
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
一
章
で
み
た
如
く
、史
的
変
遷
過
程
に
お
い
て
、

変
体
漢
文
系
で

「程
」
の
増
加
を
み
て
い
る
為
、
こ
こ
で
も
う
少
し
、
「間
」
と

「程
」
に
よ
る
文
体
の
位
置
付
け
の
信
頼
性
を
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

前
半
部
が
、
漢
文
訓
読
的
、
或
は
変
体
漢
文
的
文
体
で
あ
る
と
い
う
従
来
の

見
解
は
、か
な
り
大
ま
か
な
と
ら
え
方
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、峰
岸
氏
の
「間
」

に
よ
る
考
察
で
は
、
同
グ
ル
ー
プ
を
も
含
め
て
、
前
半
部
で
は
確
か
に

「間
」

の
用
例
数
が
多
く
、
そ
の
数
だ
け
を
み
る
と
、
巻
二
十
を
境
に
大
き
く
文
体
が

変
わ

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
「程
」
の
用
例
数
と
比
較
し
て
み
る

と
、
ＩＣＩ
グ
ル
ー
プ
で
は

「程
」
は

「間
」
よ
り
も
更
に
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「間
＋
程
」
の
全
量
が
、
他
の
巻
に
比
べ
て
多
い
の
で

あ
る

（特
に
巻
十
六
、
十
九
）。
ま
た
、
総
じ
て
、
巻
十
九
、
二
十
は
、
一
説
話

あ
た
り
の
分
量
が
多
く
、
複
数
出
典
の
問
題
が
、
こ
れ
ら
の
巻
に
影
を
投
げ
か

け
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
更
に
、
従
来
の
見
解
で
も
、
前
半
部
の
中
に
、

か
な
り
和
文
的
要
素
の
現
わ
れ
る
巻
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
、
従
来
様
々
な
目
じ
る
し
語
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
結
果
と
、
ｌｃ＞
グ
ル
ー

プ
を
多
少
異
質
な
も
の
と
し
た
こ
の

「間
」
と

「程
」
に
よ
る
分
類
と
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
な
満
ド
、
「間
」
と

「程
」
が
、
文
体
に
関
し
て
、あ
る
〈雛
側
の
日

じ
る
し
語
と
な
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
よ
う
。

２

「間
」
「程
」
と
原
典
と
の
関
係

前
節
で
は
、
主
に
出
典
未
詳
説
話
の
位
置
付
け
を
行
な

っ
た
が
、
次
に
、
出

典
の
比
較
的
確
か
な
説
話
に
つ
い
て
、
原
典
の
影
響
が
ど
れ
だ
け
『今
昔
物
語
』

中
の

「間
」
「程
」
に
現
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
「間
」
や

「程
」
が
、

本
来
、
漢
文
訓
読
文
に
現
わ
れ
て
こ
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
表
三
で
は
、
和
文
系
、
変
体
漢
文
系
よ
り
は
少
な
い
と
は
い
え
、
両
者

合
わ
せ
て
四
十
五
例
も
現
わ
れ
る
。
峰
岸
氏
は
例
を
あ
げ
て
、
こ
う
し
た
「間
」

が
原
典
漢
文
の
翻
案
に
よ
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
お
ら
な
満
が
、
「程
」

に
つ
い
て
も
、
や
は
り
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。

⑬
　
行
数
十
歩
　
王
復
呼
還

（
冥
報
記
　
中
１８
）

数
十
歩
フ
行
ク
ロ

ニ‐
、
王
、
亦
、
山
龍
フ
喚
シ
テ
…
…

　

（七
ノ
３０
）

ま
た
編
者
の
潤
色
と
思
わ
れ
る
部
分
に
も
見
え
る
。

図
　
挙
目
視
門
。
門
己
閉
。
（冥
報
記
　
上
２
）

ロ
ヲ
挙
テ
獄
門
フ
見
ン
バ
、
鐵
ノ
湯
ノ
中

二
百
ノ
頭
有
リ
ト
許
見

ル

程

二
、
門
既

二
閉
ゾ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（七
ノ
４６
）

で
は
、
変
体
漢
文
系

（日
本
で
書
か
れ
た
漢
文
も
の
）
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。

本
朝
前
半
部
が
主
な
出
典
と
し
て
い
る
原
典
の
性
質
と
、

『今
昔
物
語
』
中
の

「間
」
「程
」
の
現
わ
れ
方
を
み
て
み
よ
う

（表
五
参
照
）。

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『日
本
霊
異
記
』
に
は
共
に

「程
」
は
見
え
ず
、
接
続

形
式
と
し
て
の

「間
」
も
ご
く
わ
ず
か
し
か
現
わ
れ
な
い
。

的
　
勤

王

之

間
　
誦
二法

華

経
八
日
本
往
生
極
楽
記
）

ｍ
　
彼

柱

之

析

間
　
電

撲

所
レ捕
　
（日
本
霊
異
記
）



こ
れ
ら
を
出
典
と
す
る

『
今
昔
物
語
』
中
の

「間
」

「程
」
も
ほ
と
ん
ど
全
て

翻
案
潤
色
で
漢
文
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

『
三
宝
絵
詞
』
に
は

「程
」
が
多
く
み
ら
れ
る
。　
今
昔
物
語
中
の
同
文
的
説

話
と
比
べ
て
み
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
み
ら
れ
た
。
（前
田
家
本
ヨ
一宝

絵
詞
』
、
観
智
院
本

『
三
宝
絵
詞
』
、
『今
昔
物
語
』
の
例
を
並
べ
て
示
す
。）

０
原
典
の

「程
」
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
例

側
　
夫
人
廻
宮
中
至
厩
許
程
　
不
覚
生
給

（
二
１
）

夫
人
宮
ノ
中
フ
巡
リ
テ
厩
ノ
モ
ト
ニ
イ
タ
ル
州
Ｈ

二‐
覚

エ
ズ
シ
テ
生
レ
給

ヘ
リ
。
夫
人
、
宮
ノ
内
ヲ
廻
り
行
テ
ロ
ノ
ロ
至
ル
ロ
ニ‐
太
子
生
レ
給
ヘ
リ
。

（十
一
ノ
ー
　
回
は
欠
字
）

０
原
典
の

「程
」
が

「間
」
に
な
っ
て
い
る
例

表
五

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
出
典
す
る
と

「今
昔
物
語
』
の
説
話
の
中
の

「間
」
と

「程
」

田
　
「
…
…
中
略
…
…
」
申
程
　
日
羅
大
放
身
光
　
　
　
　
　
　
　
（中
１
）

「
…
…
中
略
…
…
」
卜
申
ス
ロ

ニ‐
日
羅
大

二
身
ノ
光
フ
放
ツ
。

…
…
中
略
…
…
卜
申
ス
間
、
日
羅
身
ヨ
リ
光
ヲ
放
ツ
。
　

（十

一
ノ
ー
）

内

「
に
」
が

「間
」
に
な
っ
て
い
る
例

ｍ
　
吾
日
来
求
汝

飢

凛

　

（中
１４
）

我
日
来
汝
ヲ
モ
ト
メ
ッ
ル
ニ
飢
ツ
カ
ン
タ
リ

求
ム
ル
間

二‐
我
等
飢
凛

レ
ニ
タ
リ

（
二
十
ノ
ー９
）

０
数
は
少
な
い
が
原
典
に
も

「
間
」
が
み
ら
れ
る
。

口
　
聖
武
天
皇
　
承
伝
欲
弘
作
之
間
　
道
慈
之
僧
有

　
（下
３
）

聖
武
天
皇
　
守
ツ
タ
ヘ
テ
ヒ
ロ
メ
ツ
ク
ラ
ム
ト
ス
ル
ア
ヒ
タ
ニ
　
道
慈

ト
イ
フ
僧
ア
リ

聖
武
天
皇
、
受
伝

ヘ
テ
被
造
レ
ム
ト
為
ル
間
、
道
慈
卜
云
フ
僧
ア
リ

（十

一
ノ
ー６
）

国
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
、
原
典
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

「間
」
が

『
今
昔

物
語
』
の
中
で
七
割
を
占
め
て
い
る
要
因
は
、
原
典
の
二
つ
の
文
章
を
接
続
し
、

一
つ
の
文
章
に
翻
案
す
る
為
、
「間
」
を
使
用
し
て
い
る
例
に
あ
る
と
い
え
る
。

四
　
始
入
比
叡
仙
　
結
蔵
勤
行
　
香
炉
灰
中
得
仏
舎
利
　
　
　
　
　
（下
３
）

ハ
ジ
メ
テ
ヒ
エ
イ
ノ
山

二
入
テ
イ
ホ
リ
フ
結
テ
ツ
ト
メ
行
フ
。
香
呂
ノ

灰
ノ
中

二
仏
ノ
舎
利
フ
得
タ
リ
。

始
テ
今
ノ
比
叡
ノ
山
ノ
所

二
入
テ
草
ノ
奄
フ
造
テ
仏
ノ
道
フ
行
フ
間

二‐
、

香
炉
ノ
灰
ノ
中

二
仏
ノ
舎
利
出
給

ヘ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
（十

一
ノ
ー０
）

『法
華
験
記
』
に
は

「間
」
が
多
数
見
ら
れ
る
。

０
原
典
の

「間
」
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
例

２

時
感

蛾
多
集

唖
身
肉
間
　
生
入
姦
子

身
フ
喰
ム
間
　
痛
ミ
難
堪
シ
ト
云
ヘ
ド
≡
…
‥

（下
８８
）

（十
三
ノ
２２
）

日本 霊 異 記



同
翻
案
と
し
て
現
わ
れ
る

「間
」
は
多
い
。

例
　
無
定
住
所
　
慮
外
迷
山
路
　
至
此
仙
洞
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
５９
）

山
林
二
入
テ
仏
道
ヲ
修
行
ス
ル
間
、
道
二
迷
テ
自
然
ラ
来
レ
ル
也

（十
三
ノ
４
）

「程
」
も
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
原
典
に
現
わ
れ
る
。

例
　
至
夜
半
程
　
有
乗
騎
人
三
三
十
騎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
鵬
）

但
、
こ
の
例
で
は
、

「夜
半
ノ
程
二
至
リ
テ
」
か

「夜
半
二
至
リ
シ
程
」
か
は

判
然
と
し
な
い
。
こ
の
部
分
を
出
典
と
す
る

『今
昔
物
語
』
中
の
箇
所
は

「夜

半
許
ノ
程
二
馬
二
乗
レ
ル
人
三
三
十
騎
許
来
リ
テ
…
…
」
（十
四
ノ
３４
）と
な
っ

て
い
る
。

い
翻
案
と
し
て
現
わ
れ
る

「
程
」
の
例

口
　
至
明
年
二
月
　
里
人
始
登
此
山
到
来

（
下
９．
）

春
二
月
許

ニ
モ
成
ヌ
ト
思

ユ
ル
利

二‐
、
郷
ノ
人
等
此
ノ
山

二
自
然
ラ
来

ル

（十
三
ノ
ー８
）

こ
の
よ
う
に
、
変
体
漢
文
系
に
お
い
て
も
、原
典
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、

そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
漢
文
訓
読
文
と
同
様
、
こ

う
し
た
接
続
形
式
は
、
原
典
の
翻
案
に
現
わ
れ
る
と
み
た
方
が
よ
い
。
す
な
わ

ち
、
文
体
は
確
か
に
原
典
に
影
響
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「間
」
「程
」
そ
の
も
の

が
、
原
典
か
ら
直
接
受
け
る
影
響
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
た
と
え
原
典
と
現
在
の

『今
昔
物
語
』
と
の
間
に
、
中
間
媒
介
物
の

存
在
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
接
続
形
式
の
意
味
用
法
を
考
え
る

場
合
に
は
、
む
し
ろ
、

『今
昔
物
語
』
全
体
を
、
院
政
期
仮
名
交
じ
り
文
の
一

資
料
と
し
て
、　
一
つ
の
大
き
な

日
３
ｏ
と
み
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

３
　
尿
ヱ
日
物
語
』
に
お
け
る

「間
」
と

「程
」
の
意
味
用
法

『今
昔
物
語
』
全
体
を

一
つ
と
し
て
扱
う
事
に
し
た
の
で
、
次
に
、本
朝
前
半

部
を
対
象
と
し
て
、

「間
」
と

「程
」
の
意
味
用
法
に
違
い
が
な
い
の
か
、
も

し
、
違
い
が
あ
れ
ば
、
文
体
に
関
わ
り
な
く
両
者
の
現
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

『今
昔
物
語
』
に
お
い
て
も
、
「間
」
と

「程
」
は
ほ
ぼ
同
様
の
接
続
用
式
を

有
し
て
い
る
が
、
特
徴
的
な
事
は
、
前
件
の
動
詞
を
比
較
し
て
み
る
と
、

口
　
暁
二
成
ル
ロ

ニ‐
、
少
シ
寝
入
タ
ル
夢

二
…
…
　
　
　
　
　
（十
三
ノ
”
）

囲

夜
モ
皆

嵯
畢
と
「
『
、
大
キ
ニ
黒
キ
煙
、
一二
筋
許
・・・‥
中
略
・・・…
見

ユ

（十
二
ノ
２０
）

「…
（時
刻
）
に
な
る
頃
に
、
時
分
に
」
と
い
う
用
法
に
、
全
て

「程
」
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（他
に
十

一
ノ
”
、
十
九
ノ
ｎ
な
ど
本
朝
前
半
部
で
十

七
例
）。
こ
れ
は
、
第

二
早
で
考
察
し
た
史
的
変
遷
か
ら
み
て
も
う
な
づ
け

る

こ
と
で
あ
る

（変
体
漢
文
系
に
侵
入
す
る

「程
」
①
の
用
法
）。

と
こ
ろ
が
、
第

一
章
で
示
し
た
、
あ
る
一
点
の
ま
わ
り
を
漠
然
と
さ
す
「程
」

③
の
用
法
を
、
今
昔
物
語
で
は
、
全
て

「程
」
が
担

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
「間
」
が
継
続
性
の
な
い
動
詞
に
つ
き
、

「
―
ス
ル
時
」

「時
分
」
を
表
わ
す
例
が
あ
る
。

例
　
僧
喜
ビ
テ
罷
り
出
ヅ
ル
間
、
御
祈
ノ
僧
共
、
殿
ノ
内
ノ
人
共
ノ
見
タ
ル

気
色
共
、
極
テ
止
事
無
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
四
ノ
３５
）

ま
た
、
継
続
性
の
あ
る
動
詞
を
前
件
と
し
て
い
て
も

「時
」
や

「折
」
を
表
わ

す
例
が
あ
る
。

側
　
江
頭
二
至
テ
船

二
乗
ケ
ル
間
、
彼
ノ
龍
興
寺
ノ
僧
共
、
和
尚
ノ
出
ゾ
ル

フ
見
テ
惜
ミ
悲
ム
デ
、
泣
々
ク
止
メ
ケ
ン
ド
モ
…
…
　
　
　
（十

一
ノ
８
）



こ
れ
は
、
「船
に
乗

っ
て
い
た
間
」
で
は
な
く
、
「乗

っ
た
が
、
そ
の
時
」
の
意

で
あ
る
。

山
口
尭
二
先
生
は
、
「そ
の
体
言

（
「
に
」
な
ど
に
上
接
す
る
時
間
、
空
間
的

意
義
の
体
言
―
―
筆
者
注
）
が

「
に
」
な
ど
と
熟
合
し
て
一
つ
の
接
続
形
式
に

転
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
本
来
の
時
間
、
空
間
的
意
義
よ

洵
い
に
ュ
崚
¨
¨
悧
動
″
嘲
期

つ 的
辞
期
機
刹
“
』
叶
嗣
灘
級
町
レ
れ
れ
卸
物
嘲

に

「あ
ひ
だ

（
に
ご

「
ほ
ど

（
に
と
を
、
接
続
助
詞

「
に
」
の
関
連
形
式
と
し

“
邊

斜

埒

師
甦

暉

耐

』

炒

製

獲

舞

噺

既
に
時
間
的
に
処
理
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
用

法
は
、
接
続
助
詞

「
に
」
と
の
関
連
形
式
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
代
用
と

さ
え
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
例
側
は
そ
の
表
わ
れ
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
漢

字
主
体
の
仮
名
交
じ
り
文
の
一
つ
の
特
性
、
助
詞

「
て
に
を
は
」
を
表
わ
し
え

な
い
変
体
漢
文
の
影
響
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
現
代
語
で
は
継
続
的
、
生
起
的
と

区
別
さ
れ
る

「間
」
「間
に
」
の
相
違
が
、
『今
昔
物
語
』
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、

両
者
同
様
の
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
う
か
が

え
よ
う
。

ば

」
雉

爾

ざ

蛉

轟

贔

脩

尋

句
「鮮

を
よ
り
分
析
的
に
表
わ
し
て
い
た
は
ず
の
体
言
そ
の
も
の
す
ら
そ
の
意
義
を
失

っ
て
、
和
文
系
に
お
け
る
単
な
る

「
に
」
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
の
中
で
も
、
こ
こ
で
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
上
下
の
結
合

と
し
て
の

「間

（
に
ど
で
あ
る
。
例
口
②
等
、
こ
う
し
た
原
典
の
二
つ
の
文
を

一
つ
に
結
合
す
る
際
に

「間
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
、

「間
」
の
体
言
と
し
て
の
意
義

（以
下
、
体
言
性
と
仮
称
す
る
）

が
失
な
わ
れ
、
単
な
る
叙
述
の
結
合
と
し
て
の
意
味
し
か
持
た
な
く
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
用
法
を
持
つ
か
ら
こ
そ
翻
案
の
際

に
多
用
さ
れ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な

「間
」
と

「程
」
の
意
味
用
法
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る

か
。
第

一
に
、
も
し
両
者
に
意
味
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
体
言
性
の
残
る
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例
口
囲
に
代
表

さ
れ

る

「程
」
の
用
法
は
、
体
言
性
が
残
る
顕
著
な
例
な
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、

た
と
え
ば
例
ｍ
を
接
続
に
用
い
ず
、

「少
シ
寝
入
リ
タ
ル
ハ
暁
二
成
ル
程
也
」

と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
例
例
も
、
体
言
性
を
十
分
に
有
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、

「夜
半
ノ
程

二
至
リ
テ
」
と
も
読
め
る
の
だ
し
、
例
的
な
ど
は
翻
案
で

は
あ
る
が
、
意
味
的
に
「程
」
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
「程
」

③
の
用
法
は
、

「
程
」
の
体
言
自
体
と
し
て
の
意
義
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、

「間
」
が

「―
ス
ル
時
」

「時
分
」
を
表
わ
す
用
法
を
持
つ
為
に
は
、

ど
う
し
て
も
接
続
助
詞
化
が
必
要
で
あ

っ
た
。

更
に
、
「間
」
の
接
続
助
詞
化
は
、
「程
」
に
比
べ
て
よ
り
進
ん
で
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

「程

（
に
ど
に
も
体
言
性
を
失

っ
て
接
続
助
詞
化
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
原
典
翻
案
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
前
述
の
よ

う
に
、
主
に
和
文
系
に
用
い
ら
れ
た

「程
」
は
、
接
続
助
詞

「
に
」
の
行
な
う

上
接
句
の
判
断
の
対
象
化
を
よ
り
分
析
的
に
表
わ
す
意
義
を
有
し
、
そ
の
体
言

性
を
維
持
す
る
場
を

「間
」
よ
り
も
明
瞭
に
持

っ
て
い
た
と
い
え
る
。

『今
昔

物
語
』
に
お
い
て

「間

（
に
ど
は
、
因
果
関
係
の
有
無
、
或
は
、
順
接
、
逆
接

の
別
に
関
わ
り
な
く
接
続
に
関
与
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
後
の

『
平
家

物
語
』
で
は
、
既
に

「間
」
は
理
由
を
表
わ
す
接
続
助
詞
化
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
、
史
的
変
遷
過
程
に
よ
る
整
理
と
再
分
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思

う
。
同
様
の
意
味
を
持
つ
も
の
が
衝
突
し
、
意
味
分
化
を
ひ
き
お
こ
す
。
意
味



の
広
が
り
す
ぎ
た

「間
」
は
、
因
果
関
係
を
有
す
る
面
の
み
が
強
調
さ
れ
、
そ

の
用
法
に
絞
ら
れ
て
い
き
、
逆
に
時
間
的
意
味
は

「程
」
が
担
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
後
、

「程
」
は

「間
」
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
理
由

を
表
わ
す
接
続
助
詞
化
の
道
を
た
ど

っ
た
が
、
そ
の
時
期
の
ず
れ
に
、
こ
う
し

た
接
続
助
詞
化
の
進
行
度
が
、
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
主
に

『今
昔
物
語
』
に
お
け
る

「間
」
と

「程
」
の
意
味
用
法
の
違

い
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

「間
」
と

「程
」
に
は
意
味
用
法
に
差
異

が
あ
り
、
全
く
同
様
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
だ
が
、
そ

れ
が
、
本
朝
前
半
部
の

「程
」
の
用
例
数
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
言
い
難
い
。

前
件
の
動
詞
に
よ
る
比
較
検
討
で
の
差
異
も
、
比
率
の
う
え
で
そ
う
大
き
く
は

な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
意
味
用
法
上
の
差
異
も
、
和
文
系
、
変
体
漢

文
系
に
お
け
る
接
続
形
式
の
違
い
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。む

　
す
　
び

本
稿
は
、

「間
」
と

「程
」
の
使
用
区
別
の
様
相
を
、
時
代
の
推
移
、文
体
、

意
味
用
法
の
上
か
ら
み
て
い
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
手
段
と
し
て
、

『今
昔
物
語
』
に
お
け
る
一
問
題
―
―
何
故
、
『今
昔
物
語
』本
朝
前
半
部
に
「程
」

が
多
い
の
か
―
―
を
扱

っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら
れ
た
。

一
、
変
体
漢
文
自
体
の
変
質
に
よ
り
、
和
文
系
に
多
用
さ
れ
た

「程
」
が
、
『今

昔
物
語
』
前
半
部
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
変
体
漢
文
系
に
も
、

大
き
く
は
い
り
こ
ん
で
き
た
。

二
、
『今
昔
物
語
』
本
朝
前
半
部
に
、
多
く
の
和
文
系
説
話
が
混
入
し
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
、
出
典
未
詳
説
話
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
『今
昔
物
語
』
に
お
い
て

「間
」
と

「程
」
に
は
、
意
味
用
法
に
違

い
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
前
半
部
の

「程
」
の
用
例
数
に
影
響
を
及
ご

し
た
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
手
段
を
用
い
た
結
果
、
考
察
さ
れ
た

「間
」
と

「程
」
の

使
用
区
別
の
様
相
と
、
そ
の
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る

『今
昔
物
語
』
の
位
置

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

『将
門
記
』
『
土
佐
日
記
』
あ
た
り
を
境
と
し
て
位
相
的
文
体
的
未
分
化
な
状

態
か
ら
、
変
体
漢
文
系
で
は

「間
」、和
文
系
で
は

「
ほ
ど
」
を
用
い
る
と
い
う

文
体
的
分
化
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
分
化
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

の
差
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
更
に
、
こ
の
分
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

意
味
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。
時
代
の
変
遷
に
伴

っ
て
、
文
体
に
関
し
て
統
合

の
動
き
が
見
え
、
仮
名
交
じ
り
文
と
い
う
文
体
的
に
も
、
「間
」
「程
」
の
意
味

用
法
の
上
で
も
拡
が
り
を
も

っ
た
形
態
を
生
み
出
す
。
こ
の
代
表
が
、

『
今
昔

物
語
』
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
「間
」
と

「程
」
が
最
も
混
然
と
使
用
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
境
に
文
体
は
融
合
期
を
迎
え
る
。中
世
は
、

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
主
体
と
す
る
現
代
日
本
語
の
基
礎
と
呼
べ
る
文
体
が
現

わ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
で
、
「間
」
「程
」
と
い
っ
た
語
も
、
そ
れ
ま
で
に
現
わ
れ

た
意
味
用
法
が
、
史
的
に
整
理
さ
れ
、
再
分
化
さ
れ
て
い
く
過
程
と
み
て
よ
い
。

そ
れ
が
、
意
味
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
、

「間
」
が
完
全
に
原
因
、
理
由
を
表

わ
す
接
続
助
詞
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う

し
た
史
的
変
遷
過
程
に
お
い
て
、

『今
昔
物
語
』
は
、
文
体
的
分
化
期
か
ら
文

体
的
融
合
期
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

「間
」
と

「程
」

の
意
味
の
差
と
位
相
的
文
体
的
差
異
と
い
う
も
の
は
、
お
互
い
に
関
わ
り
あ
い

な
が
ら
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。



使
用
テ
キ
ス
ト

『
万
葉
集
』
、
認
「
取
物
語
』
、
『伊
勢
物
語
』
、
『大
和
物
語
』
、
『古
今
集
』
、

『土
佐
日
記
』
、
『落
窪
物
語
』
、
『
日
本
霊
異
記
』
、

『平
家
物
語
』
上
―
―
『
日

本
古
典
文
学
大
系
』

『源
氏
物
語
大
成
』
（中
央
公
論
社
）

『大
鏡
の
研
究
　
上
巻
　
本
文
篇
』
（桜
楓
社
）

『徒
然
草
総
索
引
』
（至
文
堂
）

『将
門
記
』
―
―
東
洋
文
庫
所
収
本

『小
右
記
』
―
―
史
料
大
成
所
収
本
　
上
巻

『御
堂
関
白
記
』
（上
）、
風
姿
一条
師
通
記
』
（上
）
（中
）
―
―
大
日
本
古
記

録
所
収
本

『
諸
本
対
照
三
費
給
詞
集
成
』
（笠
間
叢
書
）

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
―
―
群
書
類
従
所
収
本

『法
華
験
記
』
―
―
続
群
書
類
従
八
輯
上
所
収
本

『
冥
報
記
』
―
―
大
正
新
脩
大
蔵
経
五
十

一
所
収

『今
昔
物
語
』
―
―

『今
昔
物
語
文
節
索
引
』
、

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
を

も
と
に
、
小
学
館

『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
参
照

注
記
①
　
文
と
は
な
ら
な
い
で
、
主
語
＋
述
語
の
形
式
を
備
え
て
い
る
単
語
連
結
を
仮
に
句

と
称
す
る
。

（峰
岸
明

「今
昔
物
語
集
に
お
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
―
―

『間
』
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

『
国
語
学
』
３６
参
照
）

②
　
こ
の
用
法
の

「間
」
の
定
訓
が

「
ア
ヒ
グ
」
で
あ
る
こ
と
は
前
記
注
①
の
論
文
参

照
。
ま
た
『
万
葉
集
』

「間
」
字
の

「
ホ
ト
」
訓
は
、
原
田
芳
起
氏

「万
葉
集
の

『間
』
字
の
訓
義
を
め
ぐ
っ
て
」

『樟
蔭
国
文
学
』
二
に
お
け
る
見
解
に
従
い
、

「
ア
ヒ
ダ
」
訓
と
す
る
。

③
　
変
体
漢
文
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
前
記
峰
岸
氏
論
文
注
０
に
よ
る
。

④
　
一別
記
注
①
論
文
。

⑤
　
松
尾
拾

「文
体
を
は
か
る
語
彙
」

『語
文
』

（日
大
）
２．
。

⑥
　
原
田
芳
起
前
記
注
②
論
文
、
濱
田
敦
「肯
定
と
否
定
―
―
う
ち
と
そ
と
」
「国
語
国

文
』

一

⑦
　
工前
記
注
⑥
論
文
。

③
　
『大
和
物
語
』
に
は

「お
も
ひ
て
す
み
け
る
ほ
ど
に
…
」
の
形
が
見
え
、
「落
窪
物

語
』
に
は

「―
し
ほ
ど
」
の
形
が
現
わ
れ
る
。
例
０
参
照
。

◎
　
築
島
裕

「土
佐
日
記
と
漢
文
訓
読
」
及
び

「変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」
共
に

『
平

安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
所
収
。

⑩
　
一削
節
で
示
し
た
、
和
文
系
で

「
ほ
ど
」
が
過
去
形
を
と
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変

化
も
、
こ
の
意
味
範
囲
拡
大
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
み
ら
れ
、
そ
の
変
化
の
境
目
も
、

今
、
問
題
と
し
て
い
る
文
体
的
分
化
と
期
を
一
に
し
て
い
る
。

①
　
『日
本
国
語
大
辞
典
』
（小
学
館
）。

⑫
　
「接
続
助
詞
的
な

『
間
』
に
つ
い
て
」
『大
東
文
化
大
学
紀
要
』
三
。

⑬
　
色渥
藤
好
英

「平
安
時
代
の
記
録
体
の
文
章
の
性
格
試
論
―
―

『殊
』
↑
」と
な
る
）

と

『指
』
（さ
せ
る
）
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
「文
芸
研
究
』
“
、
及
び

「記
録
体
の
文

章
に
お
け
る
連
体
格
の
『
別
』
―
―
そ
の
読
み
と
性
格
―
―
」
「国
語
学
研
究
』
１２
０

①
　
出
典
は
全
て
小
学
館

『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
る
。

①
　
人
対
の
目
じ
る
し
語
、
及
び
説
話
の
分
類
の
基
準
は
、
松
尾
拾

『今
昔
物
語
集
の

文
体
の
研
究
』
（明
治
書
院
　
昭
４２
）
参
照
。

①
　
巻
十
四
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
出
典
未
詳
説
話
七
十
八
例
中
五
十
三
が
含
ま
れ
た
。

○
　
た
と
え
ば
十
二
ノ
２８
で
は

「程
」

「間
」
共
に
三
例
ず
つ
、
同
３３
で
は

「程
」
四

例
、
「間
」
五
例
等
。

①
　
加
納
協
三
郎

「院
政
鎌
倉
期
に
於
け
る
ダ
ニ
・
ス
ラ
・
サ
ヘ
」
「国
語
と
国
文
学
」

第
十
五
巻
十
号
、
山
田
厳

「今
昔
物
語
集
に
お
け
る
和
漢
の
両
文
脈
の
混
在
に
つ
い

て
」

『
国
語
と
国
文
学
』
第
十
八
巻
十
号
、
同
氏
の

「今
昔
物
語
の
文
法
」

『
日
本

文
法
講
座
４
』
な
ど
。

⑩
　
表
三
、
表
五
、

「後
二
条
師
通
記
』
の
用
例
数
等
よ
り
、
変
体
漢
文
系
に
お
い
て

も
、
「間
」
三
分
の
二
以
上
と
い
う
線
が
基
準
に
お
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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④
　
一削
記
注
①
論
文
。

④
　
「接
続
形
式
の
分
析
化
―
―
判
断
の
対
象
化
を
中
心
に
」
『
国
語
と
国
文
学
』
（昭

５６
・
５
Ｘ

②

『古
代
接
続
法
の
研
究
』
（明
治
書
院
　
昭
５５
）０

②
　
表

一
に
お
い
て
、
和
文
系

「
ほ
ど

（に
と
の

「
に
」
が
つ
か
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
、

中
古
後
半
か
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
一
証
と
な
ろ
う
。

〔追
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
五
十
七
年

一
月
提
出
の
卒
業
論
文
を
ま
と
め
直
し
た

も
の
で
あ
る
。
稿
後
、
内
容
的
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
、
鈴
木
恵

「原
因

。

理
由
を
表
わ
す

『
間
』
の
成
立
」
∩
国
語
学
』
馬
ｅ
が
出
た
の
で
、
あ
わ
せ
参

照
さ
れ
た
い
。
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